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ヒラメの資源生態調査一耳

館山湾における若令期の生態

石田修:田中邦三:佐藤秀一:庄司泰雅

はじめに

栽培漁業の展開を目標として、種苗放流i車f也、時期、

大きさ等の基礎資料を得るため、館山湾におけるヒラ

メParalich!ysolivαce~s (TEMMJNCK et S CHLEGEL)の

稚魚(全長20~ 100mm) 、若魚(全長100mm~200mm)

の分布、成長、及び胃内物の調査を行なった。ごの調

査結果の一部は太平洋中区栽培漁業漁場資源生態調査

結果報告書に報告してあるが、その後の調査により新

たな知見を加えることができたので、ここにまとめて

報告する。

本調査を行なうに当り、御指導をいただいた大島泰

雄東京大学名誉教授、水産庁東海['[水産研究所田中二

良博士、東京水産大学安田富士郎助教授、並びに貴重

在資料を提供していただいた千葉県水産試験場水産技

術研究室、海洋資源研究室、養殖研究室に御礼申し上

げます。館山総形漁業協同組合の組合員の方々には7凋

査に当り便宜を計らっていただき感謝の意を表します。

東京水産大学大野淳助手には本文の指導を賜わり御礼

申し上げる。

調査の方法

ヒラメの若令魚の漁獲は主に手曳網(図 1-A) と

館山湾で操業している地曳網(図 1-B)で行なった。

調査水域は図2に示したとおりで、手曳網では館山湾

の湾奥部の館山桟橋から湊JI[付近とi中ノ島の水深3m

以j主を曳網し、 1也曳網ではニューキクヤ前と館山ガーデ

ン前の水深10m以浅を曳網した。手曳網の曳網速度は

1 分間に約20~40mで、地曳網のそれは 1 時間で約300

mである。漁獲は全て昼間に実施し、手曳網は干潮時

に曳網した。漁獲したヒラメは固定をしないで持ち帰

り、全長、体重を測定し、胃内容物を調べた。漁獲日

に測定できなかった魚体は冷凍保存後測定を行なった。

海水の塩素量、水温は1969~1974年に館山桟橋の先端

部において毎日採水し測定を行なった。粒度組~Xはi勾

汰分析によった。
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図 1 手曳網と地曳網の模式図

A:手曳網

袖・目合2cm ふくろ・目合 1cm 沈子:lO-20g 

B:地曳網

1 :目合4.3cm.48.15m 2 目合3.4cm，48.15m

3 :目合2.3cm，195rri

* 稚魚、若魚についての調査を行なったが、大部分が若魚であるため、本文では若令魚(全長20~ 20白nm)

として扱かった。
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図 2

結果

1 )生息密度

1973年の 3 月 ~5 月、 1974年の 6~8 月に手曳網で

館山桟橋~旧水産試験場(図4)までを曳網し、両年

を併せて I曳網 5，000rriあたりの漁獲尾数の月別変化

を図3に示したが、 3月には漁獲がなく、 4月14日に

4尾が漁獲された後、漁獲量は増大し、 6月7日には

12.5尾が漁獲され最高に達した。 7月26日には 8.5尾

に減少し、 8月3日以後には漁獲されなくなった。

1973年の 10月 ~11 月、 1974年の 3 月 ~8 月に地曳網で

ニューキクヤ前と館山ガーデン前(1973年の10月のみ)

を曳網し、 I曳網 5，000rriあたりの漁獲尾数の月別変

化を求めた結果では、 3~5 月には漁獲がなく、 8 月

25臼には1.7尾が漁獲され、 7月9日には漁獲尾数は

10.2尾となり、最高に達した。 7月23日には 2.9尾に

減少し、 8月3日には 0.2尾となり、その後11月まで

のi魚獲はほとんどなかった。

手曳網の曳網による結果では沿岸浅所0~3m にヒ

ラメの若令魚が多量に漁獲される時期は6月で、この

時期の1969年~1974年の 6 カ年の平均塩素量は I 年中

で最も低い時期にあった。なお、この時期の平均水温

は21.1
0

Cであった。手曳網、地曳網での漁獲量が著し

く減少するのは 8 月に入ってからであるが、 1969~

1974年の8月の平均水温は25.8'Cで、 1年中で最も高

い時期であった。また、平均塩素量は18.3%で、塩素

量も一年中で高い方であった。沿岸浅所の塩素量の高

低には雨量の影響が強く、雨量が多いと塩素量は低く

なった。

2 )分布域と餌料の関係

水深3m以浅の沿岸i支所で若令魚が多量に漁獲され

る1974年の6月7日に館山桟橋から湊川までを、 6月

20日に湊川の先の調査を手曳網で実施した結果を図4

に示した。若令期のヒラメは調査水域の大部分で漁獲

され、漁獲されたヒラメの全長範囲は36~ 143mmで、あ

った。しかし、手曳網1曳網 1，000rriあたりの漁獲尾

数は水域により差違グ相ちられ、漁獲尾数は水産高校

~汐入111が 6.7尾、ニューキクヤ前が 5.0尾、館山ガー

デン前が15.0尾、海幸苑~湊111が 5.2尾、湊111の先

250mが10.0尾で、これらの水域は漁獲尾数が他の水

域に比較して多く、いずれも、汐入川、館山ガーデン

横の小JII、湊川の河口付近であった。なお、館山桟橋

~水産高校までの漁獲尾数は 0.9~ 4.1尾、北条桟橋

~ニューキクヤは2.8尾、館山ガーデン~海幸苑は 0.9

~ 2.3尾であった。
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図3 館山湾における若令期のヒラメの

時期別密度と水温、塩素量の関係

・印は地曳網による 1曳網5，000llIあたりの漁獲尾数を示し、
1973年(10-11月)、 1974年(3-8月)に漁獲したものである。

0印は手曳網による I曳網5，00(ばあたりの漁獲尾数を示し、
1973年(3-5月)、 1974年(4-8月)に漁獲したものである。

ム印は水温を示し、企印は塩素量を示す。

漁獲したヒラメの若令魚の胃内容物は重量組成で99

%がアミ類で占められていた。若令魚の分布場所と胃

内容物(アミ類)の体重比の関係をみると、漁獲尾数

が多い水域が必ずしも胃内容物の体重比が高くなかっ

たが、汐入J11、湊111河口付近で漁獲した若令魚の胃内

容物の体重比の平均値、最高値がとりわけ高かった

(図4)。

前日に 150四前後の大雨が降った 6月7日の調査水

域の塩素量を表lに示したが、 j妻川のi河口から館山ガ

ーデンまでの範囲では7. 46~7 . 73.J'a，と低〈、湊川、館

山ガーデン横の小川からの淡水流入の影響が認められ

た。ニューキクヤから北条桟橋までの塩素量は9.09~

11.40J'a，で、湊11ト館山ガーデンのそれより高かった。



3 )生息密度と底質粒度

館山湾沿岸j支所 3m以浅の海底の粒度組成は大きく

分けて4つのタイプに分類される(図5)。

A:中央粒径{直1.OOm皿(粗砂)汐入}II河口、

j妻川河口前

B:中央粒径値0.26mm(中砂~細砂)i中ノ

島周辺、北条桟橋体育館掴a

C:中央粒径f直0.17mm(大部分納砂)館山

湾調査水域 3m以浅の大部分

D:中央粒径{直0.09mm(微砂~泥)湊川河

日前

乙れらの底質の内、若令期のヒラメが多く出現する

のはtype C (細砂)であるが、特に多いのは河口付

近であって底質が細砂である場所であった。粗砂、お

よひ、微砂~泥には出現は稀であり、中砂~細砂では細

砂に比較して少なかった。
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type 

type 

汐入川から館山桟橋までの水域の塩素量は7.53~8.64

2品で低かった。一方、晴天の続いた1974年 7月9日の調

査では、塩素量は6月7日より高く、汐入川河口の5

%以下をのぞいて9.92~ 14.26900であった。その中で

は湊川河口付近や汐入川付近(水高体育館)がそれぞ

れ 11.16900、9.92900と低く、館山ガーデン前は 12.38

幼と比較的高かった。
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館111湾沿岸浅所における若令期のヒラメの

生息密度と胃内容物の体重比

1974年8月7日に館山桟橋~湊川までの調査を行ない、 6月初

日に湊川の先の調査を行なった。漁獲した若令期の全長は3fum

~ 143runであった。O中の数字は手曳網による1，00白IIあたりの漁
獲尾数を示す。

白地は宵内容物体重比の最高値を示し、.印は平均値を示す。

胃内容物の内、重量組成の99%はアミ類で占められ、カタクチ

イワシは0.9%、エピ頬は0.1%であった。

図4
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館山湾の底質粒度累積曲線
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図 5

表 i

湊JlI河口から汐入川 1974年6月7日 1974年7月9日

に向つての距離 水温 塩素量〆包 水温℃ 塩素量 j柘

250m 24.5 7.73 25.9 11.16 

600m(シーサイドホテル) 25.1 7.53 27.1 12.90 

1，100m (館山ガーデン) 25.5 7.46 25.8 12.38 

1，400m (ニュキクヤ) 26.0 9.09 25目2 11. 85 

1，600m (水i昔場) 26.0 11. 40 25.2 12.79 

1.700m (北条桟橋) 10.28 24.8 11. 20 

汐入日i河口 5> 5> 

汐入日i河口から館lね

f長橋に向つての距離

150m (水高体育館) 7.53 24.4 9.92 

250m 8.64 24.6 13.56 

400m (旧水産試験場) 7.55 23.4 14.26 

若令期のヒラメの生息場の水温と塩素量

(6月7日の前日には 150rnrn前後の大雨が降った)



占める。全長1l0~160皿皿の範囲では、全長が大きくな

る程カタクチイワシの占める割合が大きくなる傾向が

あり、全長150~160mmで、 l土胃内容物の宮0%近くがカタ

クチイワシの仔魚で占められた。なお、全長140~150

mではアミ類、カタクチイワシ以外の魚類、およびコ

チ類を摂食していた。 8 月に漁獲した全長150~180mm

の範囲の若令期のヒラメの宵内容物は、アミ類の占め

る割合が20%以下で、カタクチイワシの占める割合が

アミ類より高いが、アミ類、カタクチイワシ以外のキ

ス、ヒメジ、ヒイラギなどの魚類の占める割合も大きく

なり、胃内容物中の生物の種類が増加する傾向を示し

た。
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4 )生息場による全長の差異

1974年の 6月7日に館山桟矯~湊川、 6月20日に湊

川の先の水深3m以浅を手曳網で調査した結果を図6

に示したが、漁獲した全長36.4~ 143.4mmの若令期の

ヒラメの総数64f国体の内、全長が30~50mmである小型

の若令魚は8個体漁獲された。その8個体の内、 6f団

体は館山桟橋から北条桟橋の問で漁獲され、他の 2f国

体は北条桟橋~水浴場、館山ガーデン前で各1f国体ず

つ漁獲された。すなわち、全長30~50mmのヒラメの出

現は館山桟橋から北条桟僑の間に集中するごとが認め

られた。
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図6 生息場と漁獲された若令期のヒラメの全長

手曳網で1974月6月7日に採捕した{固体を・印で示し、
A印は 6月20日に採捕した個体を示す。
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図7 若令邦iのヒラメの胃内容物の体重に対する

割合と胃内容物の組成(重量比)

口印は最高値を示し、::::印は平均値を示す。
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5 )成長による食伎の変化

1974年の6月20日、 25日に手曳網と地曳網で25尾、

同年の7月9日に地曳網で33尾、 8月16日に地曳網で

15尾を漁獲し、ごれらの若令期のヒラメの胃内容物組

成(重量比)および、胃内容物重量の体重に対する比

を全長、時期ごとに表わすと図7のようになる。つま

り、 6月に漁獲した全長1l0m皿以下の若令魚の胃内容

物はアミ類で 100%占められているが.~ 1l0mm以上に

なるとアミ類以外にカタクチイワシの仔魚が低率であ

るが観察され、 120~ 150mmではカタクチイワシの仔

魚の占める割合が50%~:J._上となり、アミ類より多くな

る。 7 月に漁獲した若令期のヒラメは、全長100~110

m田では胃内容物は 100%アミ類で占められているが、

1l0~120mmではカタクチイワシの仔魚の占める書Ij合が

アミ類より高く、 50%以上はカタクチイワシのi子魚が

1973年の調査では、全長 II伽m以下の若令期のヒラメの胃内容物は主にアミ類で占められていたが、端脚類、

長尾類も含まれていた。また、胃内容物重量の体重比は全長35.4~74.7mmで、は10%以上ある!国体が認められた

(表2)。

* 



胃内容物の景の体重に対する比は、アミ類を 100%

摂食していた全長70~110mmでは 3%以下で、平均値で

も2%以下であったが、アミ類以外のカタクチイワシ

を摂食する全長110~140田皿では、平均値で 2.7%の出

現も認められ、最高で、は 7 月に漁獲した全長120~130

mのものが 3.3%であった。アミ類、カタクチイワシ

の仔魚以外の魚類を摂食する全長140~180皿で、の平均

値は 3%以下であるが、最高は 8月に漁獲した全長

150~160mmのものが 5.7%であった。

若令期の全長と被食魚の全長との関係式はおよそ、

主限では Y~0.5X-10(Y :被食魚の全長田皿、 x=若

表 2 1973年に漁獲した若令矧のヒラメの胃内零物
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令期の全長田)と在り、下限では Y~0.5X-65であ

った(図 8)。

6 )相対成長

1974年の 6月上旬と 6月下旬、 7月 iニ旬に漁獲した

者令期のヒラメの体重をほぼ同じ全長のもので比較を

すると、 6月上旬の者令期のヒラメは 6月下旬と 7月

上旬のものより体重が小さい。また、館山j湾の館山桟

橋から湊川の範囲で持、獲したものと、 i書奥部より高献

で砂の荒いi中の島の水深3m以浅で漁獲したものを比

較するとi中の島で漁獲したものの方が湾奥部のものよ

り体重が小さい(図 9)。

表中の111勾の数字は胃内容物の尾数を表わす。給曳網は子曳網を用いて水深5m以浅を曳網した

lo' i.((¥j生月白 全長mm i魚 J輩場所 j魚 具
胃内容物の

胃 内 容 物
体重比 % 

1 4月5日 35.4 旧水試前 手曳き網 14.3 アミ類(91

2 イシ 36.2 • " 11.1 アミ類(51

3 4月9日 46.2 " ろシ 10.9 アミ類11回

4 4シ 40.3 イシ " 14.3 アミ芳(151

5 4月14日 54.3 イシ • 16.7 アミ類(31

6 4月19EI 64.5 ニューキクヤ~北条桟橋 。 9.5 アミ1iW211

7 5月2日 77.6 旧水試~体育館 今 0.3 アミ鶏21 端脚類jl21

8 " 76.0 イシ イシ 4.1 アミ類(!百

9 • 47.8 " 4シ 10.0 アミ頬11団長尾煩11

10 5月7日 74.7 " " 10 .1 アミ類141 長尾鶏31

11 今 66.3 。 イシ 8目5 アミ類自41 長尾王国11

12 " 72目3 体育館~汐人川 イシ 9.1 アミ諒羽田

13 5月18日 62.3 " • 7.1 アミ努討III

14 今 61.5 旧水試~体育館 イシ 2.5 アミ類(11 端脚類

15 。 61.8 " φ 5.0 端脚類

16 ク 58.2 " " 2.8 端脚類

17 今 57.5 イシ 。 3.2 端脚類

18 。 84.6 。 • 5.6 端脚類

19 6月4日 84.6 イシ 。 5.9 

20 6月21日 46.2 i奏 111i中 船曳き網 5.8 アミ主主側

21 7月16日 136.1 海幸苑~ー中 イシ 1.9 アミ類(11

22 。 111.3 ゐ イシ 4.3 ゴチ類

23 。 154.5 イシ イシ 3.9 カタクチイワシ仔魚111

24 • 154.0 。 " 3.0 コチ類111

25 7月29日 159.0 一中前 • 0.3 長尾鶏81

26 8月20日 154.7 ガデン前 • 1.8 アミ類似 コチ原(11 キス121

27 10月111 220.0 ニュ キクヤ前 地曳き縞 3.1 サピハゼ111

28 " 190.0 合 • 0.5 i肖化物

29 • 210.0 今 ゐ 1.5 ヒイラギ111 キス111

30 イシ 205.0 a乃シ " 1.4 ヒイラギ司21
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館山湾におけるヒラメ若令期の
全長と体重の関係

0印は1974年6月上旬に漁獲し、・印は1974年の 6月
下旬と 7月上旬に漁獲した。 A印はj中の島付近で漁獲
した。全長と体重の関係式は

6_3.0963 
W~6.1250X10T で表わされる。
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以 kのよう在条件を考慮に入れなければならないが、

全長30-150mmの範囲で、全長(mm)と体重(g)の関係
:--lL 3岡田

式を求めると、 W~6.1250X10"L となり、全長

7白nmで3.9g、10伽mで9.5宮、 125mmで19.0宮、15伽mで

33.5gとなる。

7 )成長

1974年の 6月7日に館山桟橋から湊川までを手曳網

で漁獲した若令期のヒラメの全長組成を図10に示した

が、 6月7日に手曳網で漁獲した若令魚の組成は全長

3白m前後、 7伽1m前後、115mm前後に中心を持つ 3つのグ

Jレ プl二分けられた。また、 7月9日に地曳網で漁獲

した若令魚の全長組成は全長115mm前後、 14伽m前後に

中心を持つグループl二分けられた。組成の山の変化が

成長を示していると考えると、最も相対度数の大きい

6月7日lこi魚獲した全長7伽mlこ中心を持つグJレ プは

7月9日には全長115mmlこ成長した。 図11には1973-

1975年に子曳網、地曳網で漁獲した若令魚の全長を漁

獲日ごとに示し、漁獲した60f国体を用いて最小二乗法

により求めた成長式Y~24.4X-45.3 (Y :全長mm、

x:月の中旬)と上記の組成の山の変化より求めた成長

式Y~44X -182(Y:全長mm，X:月の中旬)を示した。

相日

~t 10 

度 8

数 e

(%) ; 

2 

， 

・'，'-， 
y・O，5X司SO ，'
X>20 " ， . ， 

，" . ， 
， .・， ." ， ，一. .， 

，'・ 9
y ・! ， 

，a，e.・ー ・'，
， . .-， ，. 

-' ・・." i -. ._ ..'Yllllo.sX-65 

J ・・ ，，' X>140 

4f--- f宅ノ
ん ← ー ー ー ー ー ・ " 司 司 町

町、口3

1 00 

80 

60 

40 

被

食

魚

全

長

OL 円
35 45 5S 6~ 75 85 95 105115125135 145 155 165 

全長 (mm)

図10 者令魚の全長組成

下段は1974年6月7口に館山桟橋から湊川までを手曳
網で漁獲した若令魚の合計であり、 日立は1974年 7月
9日'にキクヤ前で地曳網で漁獲したものである。
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(
 。図11 館山湾における若令期のヒラメの成長

01974年に手曳網で漁獲 ・1974年に地曳網で漁獲

ム1973年に手曳網で漁獲 口1975年に地曳網で漁獲

圃1975年に地曳絹で漁獲

Y~44Xー182の成長式、及び上下の破線は全長組成
の月変化(図10)より求めた。

Y ~24.4X -45，3は最小二乗法で求めた成長式

考察

館山i湾で 3m以浅の沿岸に若令期のヒラメが出現す

るのは4月中旬で、 6月上旬には最も多く生息する。

6月上旬の全長組成のモ ドは65-8Ommで、最小は全

長36，4mmであるが、これらのヒラメは河口域に多く生

息する傾向がある。若令期のヒラメがiJ岸j支所の河口

域に多く生息する例は、鳥取県沖にもみられ、野沢は

全長15-100mmのヒラメが低鹸域、および河口域に生

息が多いことを報告し、また、清野らはネ宇都府由良川

河口域では全長 100mm以干・のヒラメはナベて水深5111

に出現することを報告している。館山湾においては、

水深 3m以浅に最も多く生息する 6月は沿岸浅所の平

均水浪は21.l"Cであるが、平均塩素量は17，4紛で 1年

中で最も低献な時期にあたっている。さらに河口域に

多く生息する傾向にあることは、若令期のヒラメの分

布に献度が強い影響を与えていると考えられる。今後

は河川の流入による濁りも含めて、若令期の分布と献

度の関係を検討する必要があると思われる。

また、神奈川県の相模湾11およひ苧館山湾では全長110

mm以下の若令期]のヒラメの胃内容物は大部分アミ'Miで

占められているが、館山湾ではアミ類を多量に摂食し

ているヒラメは河口付近に多い傾向にある。里子沢は鳥

取県沖ではヒラメの稚魚(全長15-5Omm)の分布とア

ミ類の分布に関連があることを報告していることから、

低鹸械、および河口域に若令却jのヒラメが多いことは

餌料要因とも関連がある可能性がある。鳥取県i中に分

布するアミ類の多くは AcaJllhomysissp.であるが、

館山湾で、も若令期のヒラメの胃内容物は Acalltho匂

mysls sp. であることから、今後はACU1lthomysissp. 

の分布と若令期のヒラメの分布の関連を若令期のヒラ
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メの生理的な面を考慮しながら追求する必要があると

思われる。

責富山湾における水深10m以浅の調査では、 6月下旬

より若令期のヒラメが出現し、手曳網より 1カ月遅れ

た7月上旬(モード105-125mm)に最高の生息量とな

る。ごのことは、 1974年6月7日に手曳網、 7月9日

に地曳網で漁獲した若令魚の全長組成の山の変化が成

長を示していると考えられることから、 3m以浅に生

息していた若令魚が、成長とともに10m以浅にまで生

息場所を拡げたことを示唆するものと考える。神奈川

県の相模湾においてli7月下旬-8月中旬に全長

160mm-20Ommのものが水深 5mから水深10mに移動す

る。館山l湾、とは移動の時期、大きさが多小異なるが、

移動については同様の傾向が報告されている。

7月上旬に出現する若令期のヒラメの全長組成のモ

ードは105-125mmであるが、この全長のヒラメはアミ

類からカタクチイワシの仔魚へと餌の転換をすること

から、水深3m以浅から水深10m以浅への移動には、

成長移動と自J[の質的転換が同時に生じていることが考

えられ、移動の直接的な要因については今後検討する

必要がある。

館山湾の 8月の沿岸浅所の平均水温は25，8"Cとなる

が、この時期には手曳網、地曳網による漁獲尾数が著

しく減少する。 1也曳網で曳網する水深10m付近の水祖

は沿岸浅所の水温より低いと思われるが、 8月には生

息場の水温がヒラメの逃避温度近くまで上昇するため

に、さらに沖合に移動することが:考えられる。しかし、

この移動は餌の質的転換や、 8月には館山湾が海水浴

場となることも考慮する必要がある。また、子曳網、

地曳網では全長 180mmu'Jニのヒラメの漁獲が4月から

9月では、稀であることから、全長 180mmlこ達したも

のから水深10m以深に移動することが考えられる。全

長30-5Ommの若令期I(稚魚)のヒラメの多くは、水深

3m以浅の館山f対脅から北条桟橋の範周で漁獲される。

この要因のーっとしては、館山湾でのヒラメの産卵場

所のパラ根からの 3月の水深10m層の主な流れは、汐

入川j中に向かい、水深10m付近からは分岐して汐人川

から湊川までの範囲に向かう(図12)ことと、また、

館山湾での表層の流れはパラ根より沿岸部では反時計

廻りの渦流となっている(図13)ことかι、このよう

な流れがパラ恨、およびその付近の産卵場所から生じ

た卵、仔魚の移送に影響を与え、着!長期1の生息量に場

所的差異を生じさせ、その結果、館山桟橋から北条校

橋までの範囲に若令期(稚魚)の生息、量を多くすると

推測される。一方、着1長期から全長30-50mmまでには
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かなりの日数を必要とすると考えられることから、今

後は、卵、浮遊仔魚の分布と同時に、着底期前後の分

布を明確にすることにより、沿岸浅所への若令期の集

合様式が明確になると考えられる。

塩 見 香

浜田

図12 館山湾の10m層の流習j

1970年3月8日に東京水産大学の石野誠教授、大塚一志助教授、

千葉県水産試験場の瀬戸口明技師が詞査した資料から引用した。

口:低潮時 ←:低潮時を基準とした 1時間の流動

ヒラメの産卵場のパラ根から雀島へ向かう流れと、汐入"'i中に
向かうi荒れがある。

滋昭和41'手海上保安庁水路部

図13 館山湾における恒流と大潮期平均流況

1974年の6月7日に全長70mmに中心を持つグループ

が7月9日には全長 115mm!こ成長したとして考えて、

この成長をグラフにより 6月中旬、 7月中旬の成長に

直して求めた成長式はY~44X-182(Y :全長、 X:

月の中旬)となり、この成長式による若令期のヒラメ

の成長は、 5月38mm、6月82mm、7月 126mm、8月170

剛、 9月 214mmとなる。一方、最小二乗法により求め

た成長式Y~24 .4 X -45.3による成長は、 4月52mm、

5月77mm、6月 101mm、7月 125mm、8月 15伽1m、9

月 174mmとなる。若令期(稚魚)のヒラメが沿岸浅所

へ4月から 6月くらいにわたり添加し、また、成長、

季節により沖合へ移動して行くと考えられることから、

最小二乗法で求めた成長より、組成の111の変化で求め

た成長の方が若令期の真の成長に近く在ると思われる。

なお、 H主問の関数に対する全長の分散の広がり、水温

差の成長に与える影響を考慮する必要があるが、 1974

年の 6月7日に漁獲した若令期のヒラメの全長35mm、

115mm群の成長速度が70mm群と同ーとした場合の成長

を図11に破線で示した。

ヒラメの種苗放流を実施する場合、放流魚の大きさ、

時期、場所、放流量などを決めることが重要である。

館山湾に類似した環境条件で行なう場合については、

放流魚の大きさは、沿岸浅所で全長36.4mmのものが漁

獲されていることから、全長30mm前後で可能であると

思われる。しかし、この大きさは、さらに小型のヒラ

メの分布域を調査することにより放流魚の大きさを小

裂化できると思われる。放流時期は、 6月上旬に最も

沿岸浅所に生息量が多くなることなどから、 6月前後

が適していると思われるが、 1973年の4月5日に旧水

産試験場前で手曳網で漁獲したものの大きさが全長

35.4 、 36.2mmになっていることから、放流時期は 4~

6月でも可能と思われる。放it場所は、底質が網野、で、

河川が流入するi河口域に生息密度が大きいことから、

ごのような場に放流することが望ましいと考える。放

流量については、若令期lの生息量、および沿岸浅所の

生態系を把握し、今後明確にしていきたい。

要約

1 )館IlJ湾の若令期(全長20~20伽m)のヒラメの生態

について調査を行なった。

2)水深 3m以浅には4月中旬より出現し、 6月上旬

に最高の分布量となる。 6月上旬の全長組成のモー

ドは65~8伽mで、最小は36.4mmで、ある。

3) 7 月上旬には全長組成のモードは 105~ 125mm'こ

あり、水深10m付近に生息する。



4) 8月上旬になると若令期のヒラメは全長 180mml二

達したものから水深10m以深に移動する。

5 )水深 3m以浅に若令期のヒラメが最も多く生息す

る6月は、平均水温が21.1'Cで、平均塩素量は17.3

%と一年中で最も低献な時期であり、河口域に多く

生息する傾向にある。

6 )館山桟橋から北条倹橋の範囲には全長30-5Ommの

小型のヒラメが多く出現するが.ごの要因の 1っと

して流れが関係すると推測した。

7)全長 15白nm(モード65-8伽m)以下の若令期のヒ

ラメの生息場は河口付近の細砂の所か適している。

8 )全長 110mm以下のヒラメは主にアミ類を摂食し、

110-14Ommのそれはアミ類とカタクチイワシ仔魚を

摂食する。

9)全長140mm以上ではカタクチイワシ仔魚、アミ類

以外のコチ類、キス、ヒメジ、ヒイラギなども摂食

する。

10)若令期jのヒラメの成長式はY~44X -182(Y :全

長mm、x=月の中旬)で表わされ、標準成長は、 5

月38mm、6月82mm、7月126mm、8月170mm、 9月

214mmとなる。
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